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渋谷スクランブルスクエア
（東京都渋谷区）� 編集部（石上）撮影

　2019年11月に開業した部分は、渋谷スク
ランブルスクエアの中でも「東棟」と呼ば
れる部分。現在、東急百貨店東横店西館が
建っているあたりに「西棟」、「中央棟」が
建設予定で、いずれも2028年開業予定となっ
ている。注目の商業施設は地下2階〜14階ま
で16層のフロアに、売り場面積32,000㎡の巨
大フロアが設けられた。2028年には3棟合わ
せ70,000㎡となる予定。

（カラー版は http://www.miura21.co.jp でご
覧いただけます）

スクランブル交差点
　渋谷のスクランブル交差点の交通量は、多
い日で1日50万人にも及ぶ。1回の青信号で行
き交う人々の数は3,000人に及ぶ。ぶつからず、
お互いがうまく避けあって渡る光景が外国人
観光客の評判を呼び、多くの外国人から注目
を集めるスポットとなっている。

　各地区安全衛生技術センターでは、普通・特別ボイラー溶接士
学科試験を2020年１月31日に実施いたします。当協会では下記の
要領により資格取得のための受験準備講習会を開催いたします。
（案内書及び申込書をご希望の場合はご請求ください。）

日　時：2020年１月14日（火）～15日（水）
会　場：産学協同センター　４階講堂
　　　　※都営地下鉄＝新宿線「西大島駅」A3番出口脇
受講料：44,000円（会員は38,500円）
　　　 （消費税込み・テキスト代・問題集を含む）

東京事務所

開催日：2020年１月16日（木）
会　場：江東区亀戸 6－41－20
　　　　機缶健保会館　地下１階　講習会場
受講料：11,316円（消費税込み・テキスト代を含む）

　　　　※お問い合わせ・資料の請求は下記へどうぞ

〒136－0071　江東区亀戸 6－41－20　機缶健保会館 4階
電　話　03－3685－5222
ＦＡＸ　03－3685－5746
ＵＲＬ　http://www.bcsa.or.jp
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公益社団法人ボイラ・クレーン安全協会
─ 貼るときの注意事項 ─

１．ステッカーを貼付する箇所の埃、油はきれいに拭き取ってください。
２．ステッカーの全面が密着するように、平面のところで丁寧に貼付してください。

　

東
京
都
溶
接
協
会
（
横
田
文
雄
会
長
）

は
12
月
21
日
に
江
東
区
の
産
学
協
同
セ
ン

タ
ー
で
﹁
第
６
回
東
京
都
高
校
生
溶
接
コ

ン
ク
ー
ル
﹂
を
開
催
す
る
。

　

本
コ
ン
ク
ー
ル
は
、
都
内
工
業
高
校
生

及
び
職
業
能
力
開
発
セ
ン
タ
ー
の
生
徒
が

競
技
を
通
じ
て
溶
接
技
能
の
向
上
を
図

り
、
製
造
業
の
担
い
手
を
育
成
す
る
こ
と

が
目
的
。

　

都
内
８
校
か
ら
参
加
を
予
定
す
る
40
名

の
高
校
生
が
技
量
を
競
い
、
入
賞
者
で
２

年
生
以
下
の
上
位
２
選
手
は
来
年
４
月
25

日
に
神
奈
川
県
で
開
催
す
る
第
11
回
関
東

甲
信
越
高
校
生
溶
接
コ
ン
ク
ー
ル
に
東
京

都
代
表
選
手
と
し
て
出
場
す
る
。

　

ま
た
、都
内
の
職
業
能
力
開
発
セ
ン
タ
ー

（
城
東
・
多
摩
）
の
生
徒
が
オ
ー
プ
ン
参
加

を
予
定
し
て
い
る
。

　

コ
ン
ク
ー
ル
見
学
希
望
の
場
合
は
左
記

事
務
局
へ
お
問
合
せ
下
さ
い
。

︽
東
京
都
溶
接
協
会
︾

電
話
０
３
│
３
６
８
５
│
５
４
４
８

2020年

昨
年（
第
５
回
）の

競
技
風
景

昨年（第５回）
参加者

第６回　東京都高校生溶接コンクール
（若手人材育成溶接コンクール）

定価
200円
（税別）

　

令
和
元
年
度（
第
65
回
）

全
国
溶
接
技
術
競
技
会

﹁
九
州
地
区
・
沖
縄
大
会
﹂

が
11
月
16
・
17
日
の
２
日

間
、
沖
縄
県
北
谷
町
の
ポ

リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
沖
縄
を

舞
台
に
開
催
さ
れ
た
。

　

16
日
の
開
会
式
、
競
技

説
明
会
に
は
全
国
47
地
区

の
競
技
会
を
勝
ち
抜
き
、

都
道
府
県
を
代
表
し
た
腕

自
慢
が
集
ま
っ
た
。

　

翌
17
日
は
被
覆
ア
ー
ク

溶
接
の
部
56
人
・
半
自
動

ア
ー
ク
溶
接
の
部
56
人
合

計
１
１
２
人
の
選
手
が
卓

越
し
た
技
を
競
い
合
っ
た
。

　

東
京
都
溶
接
協
会
か

ら
出
場
し
た
石
井
尊
士
さ

ん
（
日
鉄
溶
接
工
業
）
と

野
澤
大
輔
さ
ん
（
前
川
製

作
所
）
の
２
人
は
優
勝
を

目
指
し
て
奮
闘
し
た
。

　

競
技
成
績
の
結
果
は
外

観
審
査
と
エ
ッ
ク
ス
線
審

査
及
び
曲
げ
試
験
の
判
定

後
、
１
月
下
旬
に
発
表
さ

れ
る
予
定
。

第第第
656565
回回回

「「「
全
国
溶
接
技
術
競
技
会

全
国
溶
接
技
術
競
技
会

全
国
溶
接
技
術
競
技
会
」」」

開
催
開
催
開
催
沖縄県北谷町

「溶接甲子園」へ！

　定期自主検査を行うためには、クレーン等の点検に関する充分
な知識が必要です。
　この定期自主検査を行うに必要な知識等を付与するために、当
協会の各事務所では、厚生労働大臣が定めた定期自主検査指針に
沿い、厚生労働省労働基準局長が定めたカリキュラムに基づく天
井クレーンおよび移動式クレーンの定期自主検査者安全教育を
行っております。
　また、当協会の行った上記教育を修了された方には、クレーン
等の定期自主検査を実施したときに貼付するステッカーを販売し
ていますのでご活用ください。

（注） クレーン等による労働災害を防止するため、クレーン等安全規
則ではクレーン等について、１年以内ごとに１回および１月以
内ごとに１回、定期に自主検査を行うよう定められています。
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〈外国人を雇い入れる際には、在留資格の確認が必要です〉
1. 在留資格に定められた範囲で就労が認められる在留資格
　就労が可能な在留資格は次の通りとなります。�外交・公用・教授・芸術・宗教・報道・高度専門職・経営管理・法律会計業務・医療・研究・教育・

技術・人文知識・国際業務・企業内転勤・介護・興行・技能・技能実習・特定技能
　そのうち、民間企業で採用する際に多く見受けられる代表的な在留資格は次の通りです。

在留資格 活動内容 該当職種の例 在留期間
技術

人文知識
国際業務

工学、自然科学、人文科学等 通訳・機械工学技術者・企業内の語
学教師・マーケティング業務

5年・3年
1年又は3月

介護 介護福祉士の資格を有する者の介護および介護指導 介護福祉士 5年・3年
1年又は3月

企業内転勤 本邦内に本店支店その他事業所のある機関の外国にある事業所の職員が、期間を定めて
転勤し、当該事業所において行う技術・人文知識・国際業務 国外の事業所からの転勤者 5年・3年

1年又は3月

技能 特殊な分野に属する熟練した技能を要する業務への従事 外国料理の調理師・スポーツ指導・
航空機の操縦

5年・3年
1年又は3月

技能実習

1号・2号・3号：
1．�日本の公私の機関の外国にある事業所の職員、または日本の公私の機関と法務省令
で定める事業上の関係を有する外国の公私の機関の外国にある事業所の職員が、日
本の公私の機関との雇用契約に基づいて、当該機関の日本にある事業所の業務に従
事して行う技能等の修得をする活動。（企業単独型受け入れ）

2．�法務省令で定める要件に適合する、営利を目的としない団体により受け入れられて
行う知識の習得および当該団体の策定した計画に基づき、責任および監理の下に、
日本の公私の機関との雇用契約に基づいて当該機関の業務に従事して行う技能等の
修得をする活動。（団体監理型受け入れ）

技能実習生

1号：
1年を超えない
期間

2号・3号：
2年を超えない
範囲

特定技能

1号：�本邦の公私の機関との雇用に関する契約に基づいて行う特定産業分野であって相
当程度の知識又は経験を必要とする技能を要する業務に従事する活動

介護・ビルクリーニング・素形材産業・
産業機械・電気電子情報産業・建設・
造船・自動車整備・航空・宿泊・農業・
漁業・飲食料品製造・外食

1年
6月又は4月

2号：�本邦の公私の機関との雇用に関する契約に基づいて行う特定産業分野であって熟
練した技能を要する業務に従事する活動 建設・造船・舶用工業 3年

1年又は6月

2. 資格外活動許可により限定的に就労できる在留資格〈留学・家族滞在〉
　「留学」及び「家族滞在」の在留資格をもって在留する外国人の方がアルバイト等の就労活動を行う場合には、地方入国管理局で資格外活動の
許可を受けることが必要です。�
　資格外活動の許可を得れば、「留学」の在留資格をもって在留する外国人の方については原則として1週28時間まで就労することが可能となり
ます。また、「留学」の在留資格をもって在留する外国人の方は、その方が在籍する教育機関が夏休み等の長期休業期間中については、11日8時
間まで就労することが可能となります。これらの就労は包括的に許可されますが、教育機関の長期休業期間等、具体的な許可の範囲については、
「資格外活動許可書」により確認することができます。
　「家族滞在」の在留資格をもって在留する外国人の方についても、資格外活動の許可を得れば原則として1週28時間まで就労することが可能と
なります（包括許可）。
　事業主の方は、これらの在留資格を有する方を雇用する際には、事前に「旅券の資格外活動許可証印」又は「資格外活動許可書」などにより
就労の可否及び就労可能な時間数を確認して下さい。�なお、これらの方は風俗営業等に従事することはできません。

3. 就労活動に制限がない在留資格4種類　①永住者　②日本人の配偶者等　③永住者の配偶者等　④定住者
　これらの在留資格をもって在留する外国人の方は就労活動に制限はありません。

在留資格 本邦において有する身分又は地位《当該職業例など》 在留期間

永住者 法務大臣が永住を認めるもの
法務大臣から永住の許可を受けた者 5年、3年、1年又は6月

日本人の配偶者等 日本人の配偶者若しくは民法（明治29年法律第89号）第817条の2の規定による特別養子又は日
本人の子として出生した者《日本人の配偶者・実子・特別養子》 5年、3年、1年又は6月

永住者の配偶者等
永住者の在留資格をもって在留する者若しくは入管特例法に定める特別永住者（以下、「永住者
等」と総称する。）の配偶者又は永住者等の子として本邦で出生しその後引き続き本邦に在留し
ている者《永住者・特別永住者の配偶者及び我が国で出生し引き続き在留している実子》

1. 5年、3年、1年又は6月
2．�5年を超えない範囲内で法務大臣が
個々の外国人について指定する期間

定住者 法務大臣が特別な理由を考慮し一定の在留期間を指定して居住を認める者
《インドシナ難民、条約難民、日系3世、外国人配偶者の実子など》

1. 5年、3年、1年又は6月
2．�5年を超えない範囲内で法務大臣が
個々の外国人について指定する期間

高校生溶接コンクール 協賛企業
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講　　習　　予　　定　　表 公益社団法人 ボイラ・クレーン安全協会
URL　http://www.bcsa.or.jp

日
時
・
会
場

　

◦
一
月
十
一
日（
土
）　　

東
京
都
溶
接
協
会

　

◦
一
月
十
二
日（
日
）　　

東
京
都
溶
接
協
会

　

◦
二
月
一
日（
土
）　　
　

東
京
都
溶
接
協
会

　

◦
二
月
二
日（
日
）　　
　

東
京
都
溶
接
協
会

予
告

　

◦
二
月
十
五
日（
土
）　　
城
東
職
業
能
力
開
発
セ
ン
タ
ー

　

◦
二
月
二
十
三
日（
日
）　
多
摩
職
業
能
力
開
発
セ
ン
タ
ー

　

◦
三
月
七
日（
土
）　　
　

東
京
都
溶
接
協
会

　

◦
三
月
二
十
二
日（
日
）　

東
京
都
溶
接
協
会

一
、
日
時
・
会
場

　

学
科
＝
一
月
二
十
八
日（
火
）午
前
九
時
五
十
分
〜
十
二
時

　

実
技
＝
一
月
二
十
八
日（
火
）午
後
一
時
〜
午
後
五
時

二
、
受
講
料（
税
込
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

会
員　

一
五
、八
〇
〇
円

　

被
覆
ア
ー
ク
溶
接　
　
　

一
般　

一
六
、八
〇
〇
円

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

会
員　

一
八
、八
〇
〇
円

　

炭
酸
ガ
ス
半
自
動
溶
接　

一
般　

一
九
、八
〇
〇
円

学
科
の
み
の
受
講
も
可（
三
、七
〇
〇
円
税
込
）

Ｊ
Ｉ
Ｓ
溶
接
評
価
試
験

Ｊ
Ｉ
Ｓ
溶
接
評
価
試
験

受
験
準
備
講
習
会

１
日
▽
映
画
の
日

　
　
　

鉄
の
記
念
日

　
　
　

歳
未
助
け
合
い
運
動

３
日
▽
秩
父
夜
祭

　
　
　

障
害
者
週
間

４
日
▽
人
権
週
間

５
日
▽
納
め
の
水
天
宮

　
　
　

エ
コ
プ
ロ2019

　
　
　
環
境
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
未
来
展

　
　
　
（
〜
７
日 

東
京
ビ
ッ
ク
サ
イ
ト
）

７
日
▽
大
雪

８
日
▽
こ
と
納
め
・
針
供
養

　
　
　

納
め
の
薬
師

９
日
▽
漱
石
忌

　
　
　

京
都
了
徳
寺
大
根
焚
き

10
日
▽
世
界
人
権
デ
ー

　
　
　

納
め
の
金
毘
羅

14
日
▽
東
京
高
輪
泉
岳
寺
義
士
祭

15
日
▽
年
賀
郵
便
特
別
扱
い

17
日
▽
東
京
浅
草
観
音
歳
の
市

18
日
▽
納
め
の
観
音

21
日
▼
東
京
都
高
校
生
溶
接
コ
ン
ク
ー
ル

　
　
　

納
め
の
大
師

22
日
▽
冬
至

24
日
▽
ク
リ
ス
マ
ス
イ
ブ

　
　
　

納
め
の
地
蔵

25
日
▽
ク
リ
ス
マ
ス

27
日
▽
官
庁
御
用
納
め

28
日
▽
納
め
の
不
動

31
日
▽
年
越
し

　
　
　

除
夜
の
鐘

※ 

行
事
・
祭
は
変
更
に
な
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。
事
前
に
関
係
諸
団
体

に
ご
確
認
下
さ
い
。

十
二
月

師し
わ
す走

種類 講　習　名 2019年12月〜2020年3月

技
　
能
　
講
　
習

玉 掛 け 技 能 講 習

茨城 12/5
栃木 12/3　1/21　2/4　3/3
埼玉 12/3　1/15
甲信 12/12　1/16　2/13　3/12

床 上 操 作 式 ク レ ー ン 運 転

茨城 1/16
埼玉 12/17　2/12
栃木 12/10　3/24
甲信 12/19　1/23　3/26

小 型 移 動 式 ク レ ー ン 運 転 栃木 2/13
甲信 12/4　2/5

フ ォ ー ク リ フ ト 運 転 栃木 1/14　2/18　3/10
埼玉 1/21　3/3

ボ イ ラ ー 取 扱 東京 2/5

普通第一種圧力容器取扱作業主任者 東京 12/12

特
別
教
育

ク レ ー ン 運 転 特 別 教 育 栃木 12/17　1/28　2/25　3/17
甲信 2/20

高所作業車運転業務特別教育 栃木 1/8

フ ル ハ ー ネ ス 型 安 全 帯
使 用 作 業 の 特 別 教 育

福島 12/9　2/10　3/25
いわき 2/14

安
全
衛
生
教
育

天井クレーン定期自主検査者 埼玉 12/19
東京 1/16

移 動 式 ク レ ー ン 運 転 士 東京 3/8

★日付は講習開始日です。詳細については、各事務所にお問い合わせください。出張講習のご要望も受け付けております。下記の各事務所にご相談ください。URL http://www.bcsa.or.jp

ボイラ･クレーン
安 全 協 会 〒136−0071

江東区亀戸６−41−20
機缶健保会館２階

TEL　03−3684−5551
FAX　03−3685−2189 茨 城 事 務 所 〒300−0875 土浦市中荒川沖町２−６ツインビル３階

TEL　029−843−0740
FAX　029−841−1968

東 京 事 務 所 〒136−0071 江東区亀戸６−41−20機缶健保会館４階
TEL　03−3685−5222
FAX　03−3685−5746 栃 木 事 務 所 〒322−0016 鹿沼市流通センター46番地 TEL　0289−72−1717

FAX　0289−76−6090

千 葉 事 務 所 〒260−0013 千葉市中央区中央３−３−１フジモト第一生命ビル3階
TEL　043−222−2626
FAX　043−222−3434 甲 信 事 務 所 〒400−0212 山梨県南アルプス市下今諏訪610番９

TEL　055−287−9511
FAX　055−287−9512

埼 玉 事 務 所 〒330−0801 さいたま市大宮区土手町１−２JA共済埼玉ビル６階
TEL　048−643−1543
FAX　048−643−1524 福 島 事 務 所 〒963−0547 郡山市喜久田町卸３−39 TEL　024−963−1855

FAX　024−963−1866

神奈川事務所 〒221−0853 横浜市神奈川区鶴屋町3−35−1第2米林ビル7階
TEL　045−324−2860
FAX　045−316−8768 いわき事務所 〒971−8181 いわき市泉町本谷字作123 TEL　0246−58−9300

FAX　0246−58−9301
※厚生労働大臣登録検査関としてボイラー等・クレーン等、両方の性能検査を実施しています。上記の各事務所にご相談ください。

〈申  込  先〉
一般社団法人

東京都溶接協会
東京都江東区大島 3 ─ 1 ─ 11

産学協同センター内
TEL　03─3685─5448
FAX　03─3682─4902

「フルハーネス型安全帯
使用作業の特別教育」

─ 開催のご案内 ─
　平成31年２月１日以降は、墜落制止器具のう
ち、フルハーネス型のものを用いて行う作業は、
特別教育が必要になります。
　当協会でもフルハーネス型安全帯使用作業
に係る特別教育を実施しています。この機会に
受講のご検討をい
ただけますようご
案内申しあげます。
　受講に関するお
問い合わせは、下
記の開催事務所の
電話番号にお願い
いたします。


